
 

活動団体紹介     
 

《設立の経緯》 

みんなの役に立ちたいとの思いから、芸の好きな人、一芸を持っている人で、ボラ

ンティア活動に関心のある人同士が集まって、平成 23年に結成されました。 

《主な活動》 

町のイベントや、敬老会、デイサービスなど、人の集まる場所でどじょうすくい、

銭太鼓、腹話術、南京玉すだれ、フラダンス等の芸能ボランティアを行っています。

柴田町の人に知ってもらい、徐々に仙南の人にも広く認知してもらえることを目指し

て活動を続けています。 

《取材を通して》 

会員の方それぞれが一芸を持っており、個性豊かなメンバーの方々です。団体とし

ての活動を始めて２年弱ですが、これからも柴田町での活動を広げていただき、「一

芸」という分野から町を活性化していただきたいと思います。 

 

 

 

 

ゆる．ぷら倶楽部第 27 号（ニュースレター10 月 1 日号）「柴田町よさこい美翔

連」さんの紹介記事で、お問合せ先に誤りがありました。ご迷惑をおかけして大

変申し訳ございませんでした。 

誤 0224-59-3740 

正 0224-59-3748 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しばたまち交流ひろば 

 

 

2012.12.1 ニュースレター第 29 号 

体験会レポート!! 

『アロマクリームせっけん作り』11月 10日(土)実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『和紙ちぎり絵年賀状作り』11月 21日(水)実施 

 

 

 

 

 

  

[4] [1] ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.29 

お問合せ先：百笑長屋 中山
なかやま

勝美
か つ み

 0224-55-1158 

(お問合せ先)  

 ■柴田町まちづくり推進センター（ゆる．ぷら） 
（イオンタウン柴田内） 
電話 86-3631  FAX 86-3641 
e メール yurupura@ji.jet.ne.jp 
開館時間 10：00～18：00  

＜12 月の休館日：3 日,10 日,17 日,25 日＞ 
（年末年始 12 月 29 日～1 月 3 日） 

 ■柴田町まちづくり政策課 
電話 54-2111  FAX 55-4172 

 

 

回 覧  

アロマクリームせっけん 

受講者の声： 

「アロマに興味はありましたがなかなか 
機会がなかったので、今回体験ができて
楽しかったです」 

 

 

指導者 根元さんの声： 

「わきあいあいと楽しく体験会を行
えました。」 

今年のカレンダーも残り一枚になってしまい

ました。大掃除を始めている方もいらっしゃる

ことでしょう。「汚れがひどくならないうちにき

れいにしておけば良かった」と毎年のように思

う年末です。今年こそは早めに大掃除に取り掛

かって気持ちの良い新年を迎えたいと思いま

す！ 

皆様も良いお年をお迎えください。 

ゆる.ぷらスタッフより 

出来上がった作品を手に皆さん良い笑顔！ 

上：見本 
下：受講者の 

力作！ 

左から２番目が佐藤せつ和紙ちぎり絵の野地先生 

受講者の声： 

・色々な工程を経て作ることを 
初めて知りました！ 

・難しかったけど楽しかったです♪ 
・またやってみたいです。 

クリアファイルに貼っていき 
ドライヤーで乾かします。 

 

mailto:yurupura@ji.jet.ne.jp


 

 

第 5 回唐桑地区福祉まつりでの公演の様子 

先月のギャラリー展示の様子 

◎戸塚刺しゅう愛好会作品展 

◎公文書写教室作品展（～12/2まで） 

 

「みやぎ‘１２ふるさとＣＭ大賞」に作品を応募しました。 

 

 

 

 

  まちづくり推進センターからのご案内 

活動団体紹介 
 

 

《設立の経緯》 

様々な高齢者の福祉サービスを知ってもらいたいとの思いから、目で見える福祉を行い

たいということで平成 3年に劇団が発足しました。 

《主な活動》 

自主制作した台本をもとに練習を重ね、劇の公演を行っています。公演場所は町内外を

問わず行い、20年間で 300公演を超えています。 

■演目 

・ねたきりになったお殿様 

・おまかせ福ちゃん 

・今、とのさま介護中 

・オレオレ詐欺注意 

 

 

 

《取材を通して》 

 今回、11月 11日（日）の「第 5回唐桑地区福祉まつり」での公演を取材させていただきまし

た。この日披露した演目は「今、とのさま介護中」です。「殿」の方言丸出しの演技で観客の

方の笑いを誘っていました。笑いだけではなく介護制度についても劇の中でわかりやすく演

じています。鶴亀は立ち上げてから 20年が経過していて、数々の賞も取られています。また、

移動中のバスの中でもとてもにぎやかで、このような劇団で活動を行っていることが団員の

皆さんの元気の秘訣であり、20年ものあいだ活動が続いているのだと思いました。 

 

 

 

 

 

[2] [3] ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.29 ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.29 

柴田町を紹介するＣＭ制作をボランティアスタッフの

方々で 7 月より取り組んできました。12 月 5 日に行われる

東日本放送主催の審査会で各賞が決定されます。 

お問合せ先：福祉劇団「鶴亀」事務局 社会福祉協議会 0224-58-1077 

タペストリー・のれん・クッションカバー・ポーチなど、大小さまざまな
作品をたくさん展示していただきました。 

お正月らしい年賀状や羽子板の作品も素敵です。 力作揃い！日頃の練習の 

成果ですね。 


